
ザ
ラ
セ
・
ン
丈
化
と
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
　
（
大
館
）

第
十
六
巷
　
第
二
號
　
　
ご
五
入

サ
ラ
セ

ン
交
化
と
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派

　
　
　
　
一

　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
丈
明
の
雰
圃
氣
中
に
生
じ
た
暴
督
教
は
ロ
ー
マ
帝

國
に
棄
て
公
認
さ
れ
、
や
が
て
そ
の
政
治
組
織
に
な
ら
ひ
教
會
制

度
を
確
立
し
隆
盛
と
な
っ
た
。
一
方
ギ
リ
シ
ャ
哲
學
を
取
り
人
れ

教
理
を
深
め
た
が
、
後
に
は
そ
の
爲
に
教
父
蓮
の
論
雫
を
醸
成
し

ニ
ケ
ー
ヤ
の
宗
教
會
議
（
。
。
8
＞
．
P
）
に
よ
っ
て
一
時
は
鎭
ま
り

正
教
の
樹
立
と
な
っ
た
、
然
し
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
陰
影
の
濃
き
東

方
の
基
督
教
界
に
て
は
依
然
と
し
て
教
理
の
哲
學
的
研
究
…
熾
烈
を

極
め
、
幾
多
の
異
端
の
籏
生
を
見
た
。
此
等
の
異
端
説
を
奉
ず
る

信
者
達
は
ロ
；
マ
七
難
及
正
統
耳
翼
か
ら
迫
四
叉
は
甲
声
さ
れ
，

そ
の
結
果
、
多
く
は
町
鳶
領
土
外
に
自
由
の
天
地
を
求
め
た
。
勿

論
中
に
は
穴
埋
内
に
あ
っ
て
忍
笠
を
苦
め
た
ξ
の
も
少
く
な
い
。

、
不
ス
ト
リ
ウ
ス
派
出
性
論
派
（
ヨ
§
2
）
プ
｝
、
。
。
噛
｛
。
。
。
）
等
は
此
の
時
正

教
よ
り
分
離
し
た
派
で
あ
る
。
正
教
は
そ
れ
自
身
後
世
欺
…
洲
に
於

大

み
臼

霞

魯示

憲

て
各
方
面
に
貢
献
し
た
事
は
言
を
倹
た
な
い
が
、
異
瑞
派
と
い
へ

ど
も
狡
い
範
園
な
が
ら
世
界
史
上
に
印
し
た
業
績
は
少
く
な
い
。

介
述
べ
ん
と
す
る
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
も
・
て
の
一
た
る
事
を
認
め
た

い
。

　
　
　
　
ニ

　
シ
リ
ア
の
ゲ
ル
マ
ニ
キ
ヤ
（
（
W
O
一
日
ゴ
愚
急
μ
凶
O
一
P
）
細
身
で
ア
ン
チ
ォ
キ

ヤ
の
律
曾
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
は
、
西
二
八
年
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ

ル
の
長
老
と
な
り
テ
オ
ド
シ
ゥ
ス
ニ
世
に
亡
い
て
熱
心
に
異
端
排

斥
に
努
ヵ
し
た
。
然
し
彼
の
神
母
詮
（
帰
7
0
潮
け
O
オ
O
Q
q
）
は
ア
レ
ク
サ
ン

　
　
　
　
（
1
）

ド
リ
ア
の
キ
リ
ル
（
9
き
の
反
封
ず
る
所
と
な
り
、
四
三
一
年
エ

フ
エ
ス
ス
（
輝
）
訂
。
。
塁
）
の
宗
教
會
議
で
異
端
の
宣
言
を
受
け
、
そ

の
教
義
は
禁
ぜ
ら
れ
著
作
は
焼
か
れ
、
彼
及
そ
の
一
派
は
放
逐
さ

れ
た
。
、
不
ス
ト
リ
ウ
ス
は
ア
ラ
ビ
ア
の
ペ
ト
ラ
（
男
。
亨
μ
）
、
後
に
夏

に
リ
ビ
ヤ
沙
漠
中
に
逐
は
れ
た
。
此
の
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
の
説
を
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（92）



じ
た
一
派
が
所
講
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
で
彼
等
は
逃
れ
て
東
方
シ
リ

ア
方
面
の
シ
リ
ア
語
を
使
用
せ
る
慕
督
教
徒
砒
會
に
入
り
黙
り
信

者
を
得
た
。
洞
時
代
の
エ
デ
ツ
サ
の
櫓
正
イ
バ
ス
（
H
ぴ
霧
ホ
争
宅

》
．
U
・
）
は
、
矛
ス
ト
リ
ゥ
ス
に
左
養
し
て
二
度
ま
で
誹
難
さ
れ
た
が
、

事
な
く
し
て
死
す
る
ま
で
在
職
し
て
錦
地
で
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
的
の

教
儀
を
設
い
た
。
故
に
エ
デ
ツ
サ
は
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
の
大
本
螢

た
る
か
の
観
が
あ
っ
た
。
四
五
七
年
イ
バ
ス
の
死
後
冷
感
の
歴
迫

を
受
け
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
人
々
は
イ
バ
ス
の
弟
子
バ
ル
サ
ウ
マ

（
b
d
鍵
。
。
p
毎
話
）
に
牽
ら
れ
波
斯
領
に
入
り
セ
レ
ウ
キ
ャ
（
塗
2
号
）

の
長
老
（
9
夢
。
嵩
8
ω
）
に
迎
へ
ら
れ
、
そ
の
長
老
の
紹
介
で
披
斯

王
ピ
ロ
ス
（
℃
ぎ
N
）
の
保
護
を
受
け
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
は
ゾ
ロ
ア

ス
タ
i
教
徒
の
反
封
に
も
拘
は
ら
す
、
公
許
さ
れ
種
々
の
特
樺
さ

へ
付
與
さ
れ
た
。
磁
波
斯
王
が
攻
治
上
の
仇
敵
な
る
ビ
ヅ
ン
ツ
に

　
　
　
　
（
3
）

封
ず
る
政
治
的
意
趣
を
以
て
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
を
助
け
た
と
思
は

れ
る
。
か
く
て
彼
等
は
一
方
反
ビ
ヅ
ン
ツ
思
想
に
騙
ら
れ
、
他
方
波

斯
王
の
恩
顧
に
酬
い
る
爲
、
波
斯
の
風
習
に
適
す
る
様
に
教
儀
を

改
め
東
方
的
色
彩
を
多
量
に
帯
び
る
事
と
な
っ
た
。
日
用
の
言
語

も
正
敏
々
會
よ
り
分
裂
し
シ
リ
ア
語
の
世
界
に
入
る
に
及
ん
で
ギ

　
　
　
　
　
サ
ラ
セ
ン
丈
化
と
ネ
ス
事
リ
ウ
ス
派
　
（
大
館
）

リ
シ
ア
語
の
か
は
り
に
シ
リ
ア
語
（
ア
ラ
マ
イ
語
）
を
用
ひ
、
波
斯

に
移
住
し
た
後
も
シ
リ
ア
語
を
用
ひ
た
。

　
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
の
入
山
は
熱
心
に
布
教
に
從
即
し
つ
・
叉
ギ

リ
シ
ア
文
明
の
東
方
擁
播
の
大
事
業
を
知
ら
す
ノ
＼
の
中
に
行
っ

た
。
彼
等
は
墓
督
の
入
舞
に
つ
い
て
自
派
の
町
明
に
努
力
し
ギ
リ

シ
ャ
哲
學
の
所
読
、
用
語
を
引
用
し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理

學
新
プ
ラ
ト
ン
派
の
哲
學
は
上
善
の
紳
畢
上
の
衛
語
、
反
駁
論
の

源
泉
と
言
ふ
べ
き
者
で
あ
っ
た
Q
故
に
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
は
帝
國

教
會
よ
り
分
離
し
て
シ
リ
ア
語
世
界
に
入
る
と
盛
に
醗
澤
に
從
つ

た
。
彼
等
は
猫
創
的
の
所
は
少
な
か
っ
た
が
ギ
リ
シ
ア
の
原
典
を

忠
實
に
シ
リ
ア
語
に
課
出
し
弛
。
哲
墨
榊
墨
方
面
の
み
に
あ
ら
す

し
て
欝
墨
乙
化
墨
。
天
文
・
博
物
等
ギ
リ
シ
ア
の
諸
科
學
に
わ
た
る

著
作
も
亦
離
課
し
た
。
波
斯
領
内
に
學
校
が
開
か
れ
、
ネ
ス
ト
リ

ウ
ス
派
の
人
々
は
熱
心
に
此
等
の
墨
問
の
敏
乗
懸
課
に
身
を
委
ね

た
。
　
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
學
進
塁
最
古
最
大
な
の
は
エ
シ
ビ
ス

（
≧
ω
筐
ω
）
の
法
難
で
三
二
〇
年
頃
開
か
れ
て
紳
學
の
研
究
所
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
た
。
三
六
三
年
波
斯
が
ニ
シ
ビ
ス
を
得
た
時
は
閉
ぢ
ら
れ
て
る

た
が
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
分
裂
後
再
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
，
五
五

　
　
　
　
　
　
轄
瑚
十
↓
ハ
巷
　
筑
π
二
號
　
　
　
二
五
九

（93）



　
　
　
　
　
サ
ラ
セ
ン
文
化
と
ネ
ス
ト
耳
ウ
ス
派
（
大
館
）

○
年
ゾ
ロ
ァ
ス
タ
i
教
よ
り
の
改
宗
者
で
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
と
な

っ
た
マ
ー
ル
・
ア
ー
バ
（
レ
臼
鋤
円
　
諺
び
σ
”
）
は
セ
レ
ウ
キ
ヤ
に
心
肝
を

建
て
た
。
波
斯
王
ク
ス
ラ
ウ
・
ア
ヌ
シ
ル
ワ
ン
（
囚
器
麺
奢
》
u
瘍
げ
宇

毛
睾
α
G
。
一
－
宅
。
。
鋭
U
．
）
は
ク
ー
ジ
ス
タ
ン
（
囚
ぎ
N
蓉
撃
）
の
ジ

ユ
ン
デ
シ
ヤ
プ
ー
ル
（
冒
巳
？
O
Q
募
℃
貰
）
に
ゾ
ロ
ァ
ス
タ
ー
教
の
學

校
を
開
校
し
た
。
此
塵
で
下
下
・
紳
墨
・
馨
學
其
の
他
の
墨
色
の
研

　
　
　
　
　
（
5
）

究
が
盛
と
な
っ
た
。
馨
學
は
ギ
リ
シ
ア
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
）
の

瞥
學
は
勿
論
印
度
の
そ
れ
ま
で
教
へ
ら
れ
原
典
の
斜
陽
も
亦
行
は

れ
た
。
有
名
な
教
師
は
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
偲
侶
で
あ
っ
て
、
波

斯
の
宮
廷
で
侍
讐
と
し
て
高
名
を
馳
せ
た
自
家
も
多
く
は
彼
等
ネ

ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
面
々
で
あ
る
。
か
や
う
に
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
の

ペ
ル
シ
ヤ
領
内
の
活
動
は
隣
接
せ
る
ア
ラ
ビ
ア
に
何
等
の
影
響
を

與
へ
す
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
叉
宣
教
に
熱
心
な
檜
信
義
が
等
閑

に
付
し
た
筈
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
三

　
増
資
全
く
世
界
の
文
化
圏
外
に
存
し
た
か
の
獺
く
思
惟
さ
れ
て

る
た
ア
ラ
ビ
ア
も
決
し
て
別
天
地
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

地
勢
上
比
較
的
孤
立
の
地
位
に
あ
っ
た
事
は
事
實
で
あ
る
が
古
く

　
　
　
　
　
　
第
十
・
山
ハ
巻
　
　
第
ご
號
　
　
　
ご
山
下
○

埃
及
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
と
の
交
渉
が
あ
っ
た
事
は
史
上
に
明
か
で

あ
る
。
基
督
教
の
傳
道
も
基
督
敏
の
簑
大
弘
通
と
共
に
ア
ラ
ビ
ヤ

に
及
ん
だ
。
此
の
傳
道
は
三
方
面
よ
り
ア
ラ
ビ
ア
に
浸
透
し
た
と

い
は
れ
て
み
る
、
帥
ち
西
北
シ
リ
ア
・
西
南
ア
ビ
シ
ニ
ア
よ
り
イ
エ

　
　
　
　
　
（
6
）

i
メ
ン
・
東
北
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
・
此
の
三
方
函
よ
り
と
樗
せ
ら
れ
て

る
る
。
而
も
正
敬
に
あ
ら
す
し
て
帝
國
教
會
よ
り
異
端
親
さ
れ
た

諸
派
の
形
で
ア
ラ
ビ
ア
人
は
基
督
教
に
接
し
た
の
で
あ
る
。
シ
リ

ア
・
ア
ビ
シ
ニ
ア
方
雨
は
主
と
し
て
一
性
論
派
（
寓
0
8
℃
｝
ヴ
．
。
。
甘
ω
）

で
あ
り
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
方
面
は
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
で
あ
っ
て
此

の
二
汲
は
ア
ラ
ビ
ア
人
に
基
督
敏
患
想
を
知
ら
せ
後
世
の
サ
ラ
セ

ン
文
化
の
素
地
を
築
く
に
働
い
た
最
も
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
は
前
蓮
の
如
く
波
斯
王
の
保
護
φ
。
2
受

け
熱
心
に
布
教
に
從
ひ
ニ
シ
ピ
ス
・
セ
レ
ウ
キ
ヤ
よ
り
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ヤ
地
方
一
腰
に
弘
廼
し
ヒ
ラ
地
方
で
は
最
も
盛
で
あ
っ
た
。
ア
ラ

ビ
ア
人
の
國
で
あ
り
、
波
斯
の
勢
力
の
及
ん
で
み
た
此
の
セ
ラ
は

早
く
か
ら
基
督
教
の
ア
ラ
ビ
ア
へ
の
入
口
と
な
り
程
度
こ
そ
は
不

明
で
あ
る
が
、
相
當
に
ネ
ス
し
－
リ
ウ
ス
派
は
盛
で
あ
っ
て
ヒ
ラ
教

會
さ
へ
建
立
さ
れ
た
。
彼
等
は
夏
に
貿
易
路
に
沿
ふ
て
南
方
ナ
ジ

（　9－1　）



ラ
ー
ン
（
累
p
葛
け
）
ま
で
布
教
を
行
ふ
た
。
イ
ブ
ン
・
ヒ
シ
ヤ
ム
（
H
び
U

田
。
・
冨
δ
）
に
よ
れ
ば
一
シ
リ
ヤ
の
構
フ
ァ
イ
ミ
ユ
ン
（
同
9
。
燃
犀
ぐ
d
罰

コ
お
毫
8
）
が
ナ
ジ
ラ
ー
ン
教
會
を
創
建
し
た
と
い
ふ
て
る
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ナ
ジ
ラ
ー
ン
は
等
時
定
住
農
民
と
し
て
の
ア
ラ
ビ
ア
入
の
中
心
で

あ
り
商
工
業
の
核
心
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
叉
北
方
か
ら
の
ネ
ス

ト
リ
ゥ
ス
派
、
西
北
方
及
ア
ビ
シ
ニ
ア
か
ら
の
一
性
論
派
の
布
教

が
行
は
れ
て
基
督
敏
の
中
心
と
も
な
っ
た
。
ア
ビ
シ
ニ
ア
が
イ
エ

ー
メ
ン
地
方
を
統
治
し
て
み
た
と
き
ユ
ダ
ヤ
教
の
改
宗
者
ド
ウ
・

ヌ
ワ
ー
ス
（
】
∪
プ
β
　
堵
β
謹
9
1
Q
Q
）
は
土
民
と
共
に
叛
心
を
企
て
、
ナ
ジ
ラ

ー
ン
の
墓
督
教
徒
を
迫
害
し
た
（
諮
。
。
》
。
U
・
）
。
ユ
ダ
ヤ
敏
に
改
宗

す
る
か
叉
は
イ
エ
ス
。
ク
リ
ス
ト
を
輩
に
一
個
の
入
間
な
の
と
の

詮
を
認
む
れ
ば
助
命
せ
ん
と
言
ふ
て
る
る
。
是
に
よ
る
と
、
矛
ス
ト

リ
ウ
ス
派
の
も
の
が
ド
ゥ
・
ヌ
ワ
ー
ス
を
支
持
し
て
み
た
と
言
ふ

事
が
与
せ
ら
れ
、
從
っ
て
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
布
教
が
量
地
ま
で

　
　
　
　
　
（
8
）

点
し
て
み
た
事
が
暗
示
さ
れ
る
。
彼
等
は
か
く
て
漂
泊
民
か
ら
定

住
民
ま
で
そ
の
傳
道
を
及
ぼ
し
て
み
た
と
思
は
れ
る
。
ム
ハ
ン
マ

ッ
ド
が
イ
ス
ラ
ー
ム
を
開
堕
す
る
以
前
、
す
で
に
、
矛
ス
ト
リ
ウ
ス

派
其
他
の
派
の
布
敏
に
よ
り
ア
ラ
ビ
ア
全
土
に
は
基
督
教
的
思
想

　
　
　
　
　
サ
ラ
セ
ン
丈
化
と
ネ
ス
ト
可
ウ
ス
派
　
（
大
館
）

が
充
分
培
は
れ
て
る
た
の
で
あ
る
。

　
傅
説
に
よ
れ
ば
、
若
き
ム
ハ
ン
マ
ジ
ド
は
シ
リ
ア
訪
問
の
際
バ

ヒ
ラ
（
切
筈
冨
）
叉
は
ネ
ス
ト
ル
（
署
o
u
。
8
同
）
と
い
ふ
基
督
敏
懸
者
に

二
言
者
の
相
あ
り
と
い
は
れ
た
と
。
そ
の
人
は
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
プ
弓
エ
ツ
ト

の
僧
と
も
い
ふ
。
是
は
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
の
聡
敏
師
と
彼
戯
言
者

の
接
燭
の
あ
っ
た
事
を
示
す
。
少
く
と
も
ア
ラ
ビ
ア
に
於
て
ネ
ス

ト
リ
ウ
ス
派
の
懸
遁
者
の
姿
は
見
な
れ
た
有
様
な
る
事
を
意
味
し

て
み
る
。
こ
の
隠
者
の
事
は
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
ア
ラ
ビ
ア

人
の
詩
篇
及
ク
ラ
ー
ン
に
散
見
す
る
所
で
あ
る
。
か
や
う
な
室
氣

の
間
に
あ
っ
て
ム
ハ
ン
マ
ソ
ド
は
彼
自
身
の
敏
を
組
織
し
三
道
し

た
。
彼
の
ア
ル
ラ
奮
フ
よ
・
り
致
惚
示
さ
、
れ
た
と
了
す
る
ク
ラ
ー
ン
を

見
れ
ば
姦
盗
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
影
響
を
受
け
た
事
の
多
大
な
の
は

明
白
で
あ
る
。
然
し
何
塵
の
個
所
を
墓
督
敏
よ
り
叉
ユ
ダ
ヤ
教
よ

り
探
り
入
れ
た
か
を
知
る
事
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
又
同
じ
基
督

教
覆
い
つ
れ
の
派
の
影
響
を
多
分
に
受
け
入
れ
た
か
も
判
然
し
な

い
。
己
の
環
境
の
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
・
幅
性
論
者
の
派
刷
も
始
は
知

ら
な
か
っ
た
。
彼
ム
ハ
ン
マ
ツ
ド
は
無
窮
で
あ
っ
た
か
ら
墓
督
教

の
諸
書
を
讃
ん
だ
の
で
な
く
基
督
教
徒
か
ら
の
ロ
傅
が
基
督
教
に

　
　
　
　
　
　
第
十
・
山
川
谷
　
第
二
號
　
　
　
二
晶
ハ
一

（95）



　
　
　
　
　
サ
ラ
セ
ン
文
化
と
ネ
ス
ト
η
ウ
ス
派
　
（
大
舘
）

封
ず
る
彼
の
智
識
の
霜
崩
で
あ
っ
た
と
書
ひ
う
る
。
故
に
そ
の
智

識
の
不
完
全
な
事
及
基
督
教
各
派
の
設
が
彼
に
曾
て
混
同
さ
れ
た

事
は
止
む
を
得
な
い
事
で
あ
ら
う
。
師
ち
五
時
ア
ラ
ピ
ァ
化
さ
れ

て
み
た
基
督
教
思
想
が
彼
に
作
用
し
た
と
見
る
が
至
當
と
思
は
れ

る
。　

　
　
　
四

　
ム
ハ
ン
マ
ソ
ド
は
彼
の
傳
教
の
始
に
は
慕
督
教
に
好
意
を
持
ち

そ
の
教
徒
か
ら
か
な
り
學
ぶ
所
が
多
か
っ
た
が
、
い
よ
ノ
、
眞
に

自
己
の
宗
教
を
徹
底
さ
せ
ん
と
す
る
に
至
っ
て
偶
像
崇
拝
者
や
ユ

ダ
ヤ
教
徒
と
時
様
に
迫
害
を
加
へ
た
。
所
譜
メ
ソ
カ
時
代
よ
り
メ

デ
ィ
ナ
時
代
に
は
迫
害
甚
し
く
遽
に
聖
戦
を
宣
雷
す
る
に
至
っ

た
。
然
し
要
心
し
て
納
貢
を
約
し
て
蕎
の
宗
教
保
持
を
許
し
た
事

も
あ
っ
た
。
サ
ラ
セ
ン
の
領
土
二
天
征
服
の
際
に
は
墓
督
教
徒
は

ジ
ズ
イ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ラ
ー
ジ

多
頭
税
（
冒
k
斜
冒
N
お
）
及
地
租
（
因
襲
増
皇
室
プ
旦
）
の
二
重
の
員

櫃
を
負
へ
ば
己
の
宗
敏
の
保
持
を
許
さ
れ
生
命
・
財
産
の
保
謹
を

得
た
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
・
波
斯
・
埃
及
の
諸
市
町
村
の
降
伏
條
件
を

見
れ
ば
是
を
知
る
事
を
得
る
。
後
世
に
は
各
々
税
額
も
決
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

た
。
勿
論
時
代
平
々
の
爲
政
者
の
取
締
に
興
す
る
緩
急
の
程
度
の

（
1
1
）

　
　
　
　
　
　
第
十
山
亭
巻
　
　
第
二
鷺
　
　
　
ご
山
下
鼻

輪
異
は
あ
っ
た
。
正
続
カ
リ
フ
の
後
の
ウ
マ
や
朝
（
q
ヨ
曙
法
身
）

の
カ
リ
フ
達
は
宗
教
的
首
長
と
い
ふ
よ
り
俗
的
財
主
。
ア
ラ
ビ
ア

の
君
主
で
あ
っ
た
か
ら
寛
大
で
あ
っ
て
ダ
マ
ス
ク
ス
（
目
）
効
昌
P
摯
J
o
o
O
漏
ω
）

の
宮
廷
に
基
督
教
徒
は
自
由
に
出
入
し
得
た
。
ア
ッ
バ
ス
朝
（
》
σ
、

σ
9
。
。
乙
①
。
。
）
が
バ
グ
ダ
ー
ド
（
b
d
潜
σ
Q
｝
乱
践
）
に
君
臨
す
る
に
及
び
漸
吹

基
督
教
徒
に
歴
迫
が
加
へ
ら
れ
た
。
ア
ツ
バ
ス
朝
の
カ
リ
フ
で
も

基
督
教
徒
の
隷
属
を
用
ひ
墨
術
漿
働
を
な
し
た
。
か
や
う
に
イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
に
斯
て
基
督
教
徒
は
待
遇
さ
れ
た
の
で
彼
等
は
自
己

の
宗
教
を
信
じ
教
理
を
究
め
諸
學
に
浸
与
す
る
事
を
得
、
そ
の
智

識
を
ア
ラ
ビ
ア
人
に
傳
へ
普
及
せ
し
む
る
に
シ
リ
や
澤
さ
れ
た
ギ

リ
シ
ア
の
原
典
の
ア
ラ
ビ
ア
繹
に
從
ふ
に
至
っ
た
。
遽
に
カ
リ
フ

の
保
護
の
許
に
活
動
す
る
に
至
り
、
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
・
一
性
本
派

の
救
療
達
は
今
ま
で
使
用
し
て
み
た
シ
リ
ア
語
の
諸
書
を
更
に
ア

ラ
ビ
ア
語
に
灘
課
す
る
事
と
な
っ
た
。
こ
、
に
シ
リ
ア
世
界
を
経

て
ギ
リ
シ
ャ
の
諸
島
悶
は
ア
ラ
ビ
ヤ
人
に
忠
心
に
提
供
さ
れ
る
事

に
な
り
ア
ラ
ビ
ア
人
中
に
も
ギ
リ
シ
ア
の
咳
唾
の
門
を
訪
れ
る
も

の
が
掻
出
し
た
。
言
を
換
へ
て
い
へ
ば
ア
ラ
ビ
ヤ
人
は
ネ
ス
ト
リ

ゥ
ス
派
・
一
性
腰
弱
の
手
を
経
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
明
と
握
手
す
る

（96）
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を
得
た
の
で
あ
る
。
故
に
此
等
の
基
督
教
徒
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
丈
明

を
ア
ラ
ビ
ア
に
紹
介
し
後
の
サ
ラ
セ
ン
文
明
の
幕
礎
を
置
い
た
恩
叩

人
で
あ
る
。

　
　
　
　
五

　
然
ら
ば
彼
等
基
督
教
徒
は
如
何
に
活
動
し
た
か
。
前
述
の
如
く

ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
・
｝
性
論
叢
は
熱
心
に
ギ
リ
シ
ャ
原
典
の
シ
リ

ア
課
に
從
つ
で
る
た
。
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
は
波
三
王
の
保
護
の
内

に
あ
っ
て
論
理
學
。
紳
墨
等
の
著
者
を
著
は
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
論
理
學
・
形
而
上
學
の
研
究
を
な
し
併
せ
て
馨
學
上
∵
科
學
上

の
智
を
磨
く
も
の
が
績
出
し
た
。
サ
ラ
セ
ン
の
侵
入
に
な
っ
て
も

此
の
風
潮
は
シ
リ
ア
語
世
界
で
は
決
し
て
衰
へ
す
却
っ
て
盛
と
な

っ
た
。
然
し
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
が
F
丸
運
學
黒
黒
三
叉
研
究
に
舳
興
味
を

魔
ゆ
る
に
至
っ
た
の
は
ア
ッ
バ
ス
朝
の
興
起
頃
で
あ
り
、
此
頃
か

ら
今
ま
で
の
シ
リ
ア
語
に
澤
さ
れ
て
あ
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
の
諸
書
が

ア
ラ
ピ
ァ
語
に
謬
出
さ
れ
始
め
た
。
薙
に
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
於

て
諸
書
の
罎
澤
時
代
を
現
出
す
る
事
と
な
っ
た
。
此
の
時
代
を
大

別
し
て
二
期
に
分
け
る
。
第
一
は
ア
ソ
バ
ス
朝
の
興
起
か
ら
ア
ル
・

マ
ム
ー
ン
（
Q
一
i
冒
P
彰
q
炉
）
の
師
位
ま
で
（
鋭
踏
．
一
。
。
ゆ
！
お
G
。
1
1
謎
リ

　
　
　
　
　
サ
ラ
セ
ン
二
化
と
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
振
（
大
館
）

一
コ
口
一
q
。
跨
．
U
．
）
第
二
は
ア
ル
。
マ
ム
ー
ン
及
そ
の
後
空
者
の
時
代

で
あ
る
。
前
期
に
は
基
督
教
徒
・
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
大
部
分
を
占
め
、

　
　
（
1
2
）

後
期
に
は
此
等
の
人
々
に
モ
ス
レ
ム
も
加
は
り
バ
グ
ダ
ー
ド
に
て

各
方
面
の
研
究
が
行
は
れ
た
。
讐
墨
方
面
は
最
も
熱
心
で
あ
り
ル

ク
レ
ル
ク
（
U
5
目
①
6
國
Φ
三
）
の
列
煙
し
た
所
に
よ
れ
ば
十
世
紀
（
西

紀
）
の
有
名
な
染
師
三
＋
六
名
中
、
墓
督
教
徒
は
二
＋
駅
名
を
撒
へ

て
る
る
。
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
の
も
の
で
此
の
後
カ
リ
フ
の
保
護
を

　
　
（
1
3
）

受
け
て
大
名
を
な
し
た
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
。

　
カ
リ
フ
の
ア
ル
・
マ
ン
ス
ー
ル
（
勢
〒
ジ
臼
自
♪
⇔
ロ
D
葺
冠
）
は
回
教
勝
一
四
八

年
（
q
3
》
●
∪
．
）
に
バ
グ
ダ
ー
ド
を
創
建
し
た
後
に
、
不
ス
ト
リ
ウ

ス
派
の
艶
気
ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ク
チ
ソ
シ
ュ
（
O
O
O
一
σ
づ
①
］
ω
○
工
面
o
Q
プ
β
）
を

ジ
ユ
ン
デ
シ
ヤ
プ
ー
ル
の
學
校
よ
り
召
喚
し
侍
讐
と
な
し
た
。
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

リ
ブ
は
此
の
年
季
病
に
憎
ま
さ
れ
た
が
ジ
ヨ
…
ジ
に
よ
っ
て
全
快

し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
は
カ
リ
フ
の
信
用
を
博
し
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の

讐
家
は
カ
リ
フ
宮
廷
に
永
久
的
の
地
位
を
占
め
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

讐
照
校
を
作
る
に
至
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
の
二
子
ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
ブ

リ
エ
ル
は
、
共
に
ハ
ル
ン
・
ア
ル
。
ラ
シ
ソ
ド
の
霊
夢
と
し
て
名
高

く
、
殊
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、
論
理
墨
序
論
・
ギ
リ
シ
ャ
の
騒
家
ヂ
イ

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
第
二
巷
　
　
　
ご
山
ハ
三
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サ
ラ
セ
．
ン
丈
化
と
ネ
ス
｝
リ
ウ
ス
派
（
大
館
）

オ
ス
コ
ー
ル
ス
（
H
）
一
〇
ω
O
O
図
q
ω
）
ガ
レ
ヌ
ス
（
Ω
9
。
δ
P
霧
）
等
の
著
書
に

基
づ
き
讐
墨
便
魔
・
腎
寸
話
害
等
を
著
は
し
た
、
か
く
ア
ル
。
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ス
…
ル
は
ネ
ス
｝
リ
ウ
ス
派
の
醤
家
達
を
バ
グ
ダ
…
ド
に
招
き
保

護
を
加
へ
た
ば
か
り
で
な
く
ギ
リ
シ
ア
・
シ
リ
ア
・
ペ
ル
シ
ア
の
著

書
を
ア
ラ
ピ
ァ
語
に
課
せ
し
め
、
且
奨
鋤
し
た
丈
化
の
大
恩
入
で

あ
っ
た
（
更
に
熱
心
な
カ
リ
フ
は
ア
ル
・
マ
ム
ー
ン
（
螢
7
冒
p
堅
守
⇔
）

で
あ
っ
て
回
暴
騰
二
一
七
年
く
G
。
G
。
凶
》
．
U
・
）
に
バ
グ
バ
ー
ド
に
學

校
を
建
て
間
圃
書
館
。
天
文
喪
主
所
を
も
其
庭
に
設
け
バ
イ
ト
・
ア

ル
・
ヒ
ク
マ
（
］
W
暫
蜜
一
驚
7
寓
一
丁
彰
9
）
”
と
命
名
し
ヤ
ー
フ
ヤ
。
イ
ブ
ン
マ

サ
ウ
ア
イ
フ
（
く
筈
旨
げ
・
冨
p
・
。
。
署
琶
埠
》
●
＝
・
鵠
G
。
）
を
し
て
管
理

せ
し
め
た
。
そ
う
し
て
諸
科
藥
の
研
究
・
醗
課
を
奨
め
、
ア
ル
・
マ

　
　
　
（
1
7
）

ン
ス
ー
ル
に
よ
っ
て
皇
弟
し
た
交
蓮
は
彼
マ
ム
ー
ン
に
至
っ
て
最

高
潮
に
凝
し
た
。
此
の
バ
イ
ト
・
ア
ル
。
ヒ
ク
マ
の
藩
校
の
最
も

重
大
な
事
業
は
ヤ
ー
フ
ヤ
の
弟
子
及
後
覆
者
に
よ
つ
て
威
就
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
有
名
な
の
は
ア
ブ
ー
・
ザ
イ
ド
・
フ
ナ
イ
ン
（
跨
9

N
£
。
蜜
鳥
缶
鐸
⇔
還
μ
σ
．
H
ω
プ
p
。
ρ
鶏
山
鼠
象
↓
8
q
。
呼
出
．
駐
鋭
∪
．
G
。
凄
）

で
あ
る
。
彼
は
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
轡
家
で
バ
グ
ダ
ー
ド
・
ア
レ
．

　
　
　
　
（
1
8
）

ク
サ
ン
ド
リ
や
等
で
學
び
多
種
の
馨
書
及
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
第
ゐ
i
山
帰
方
　
　
第
二
號
　
　
　
二
一
ハ
四

論
理
畢
書
（
○
お
磐
。
ロ
）
を
シ
リ
ア
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
に
謬
出
し

た
。
彼
の
子
イ
ス
ハ
ク
（
H
の
一
6
ρ
）
、
甥
の
フ
バ
イ
シ
ュ
（
国
煽
ぎ
透
げ
）
も

亦
翻
課
者
と
し
て
活
躍
し
盛
に
醗
課
に
從
事
し
た
ゆ
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
形
而
上
墨
（
鷺
①
琶
喜
透
8
）
、
範
疇
論
（
O
鋒
罐
。
膏
。
）
難
肥

豆
（
U
Φ
蝕
露
）
、
論
理
學
書
（
○
お
彗
曾
）
等
を
は
じ
め
博
物
・
天

文
等
に
至
る
諸
書
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
・
ア
ル
キ
メ
デ
ス
或
は
ガ
レ

ヌ
ス
・
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
設
題
。
9
食
墓
）
等
の
著
作
は
シ
リ
ア
羅

ア
ラ
ビ
ヤ
課
を
な
さ
れ
た
中
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
シ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ア
語
世
界
に
於
て
ギ
リ
シ
ア
墨
問
の
註
芝
切
の
諸
書
も
大
に
熱
心

に
課
さ
れ
た
。

　
図
敏
麿
四
世
紀
（
涯
紀
十
世
紀
）
は
ア
ラ
ビ
ア
に
於
け
る
醗
怠
者

の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
圭
と
し
て
シ
リ
ブ
語
を
話
す

基
督
敏
徒
に
よ
っ
て
此
仕
事
は
行
は
れ
た
。
此
の
時
代
に
な
れ
ば

シ
リ
ア
語
を
経
す
し
て
直
接
ギ
リ
シ
ア
語
よ
り
麟
謙
す
る
に
至
っ

た
。
此
の
事
業
に
は
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
の
人
々
の
み
が
誰
し
た
の

で
な
く
ジ
ヤ
コ
バ
イ
ト
派
（
冒
8
暮
①
）
郎
ち
一
性
論
派
に
も
鍵
々

た
る
人
は
出
た
。
叉
ハ
ラ
ン
（
頃
帥
旨
島
・
路
）
の
異
教
徒
の
中
に
も
相
當

に
八
事
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
然
し
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
人
々
が

（　9b’　）



最
も
傑
出
し
数
も
多
か
っ
た
。
此
等
の
蘇
澤
者
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
交

明
の
主
要
要
素
な
る
ギ
リ
シ
ア
の
諸
科
學
ω
ア
ラ
ピ
ァ
課
を
な
し

て
よ
リ
ァ
ラ
ビ
ァ
人
の
中
に
そ
の
文
化
を
受
け
入
れ
研
究
し
逢
に

は
フ
ァ
ィ
ラ
ス
ー
フ
（
H
湘
鋤
鵠
鋤
匂
D
自
h
）
と
呼
ば
れ
る
ギ
リ
シ
ア
の
原
典

に
よ
っ
て
研
究
す
る
學
者
の
一
癖
を
形
成
す
る
も
の
を
生
す
る
に

至
っ
た
。
此
の
護
憲
に
よ
つ
て
得
た
智
識
を
ア
ラ
ビ
ア
人
は
各
方

　
　
（
2
0
）

面
に
用
ひ
，
・
彼
等
自
身
の
欄
創
性
を
加
へ
て
藪
に
華
や
か
な
サ
ラ

セ
ン
文
明
を
編
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
…
ン
の
解
繹
に
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
や
新
プ
ラ
ト
ン
派
の
詮
を
容
れ
て
4
ス
ラ
ム
数
理
を

整
へ
る
と
共
に
煩
獲
哲
學
を
醸
成
し
馨
學
・
天
文
・
撒
學
・
錬
金
術

の
異
常
の
養
蓬
・
進
歩
と
な
っ
た
。
是
即
ち
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
特
等

の
シ
リ
ア
語
試
用
の
幕
督
教
徒
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
明
を
ア
ラ
ビ
ア

に
移
桓
培
養
し
た
事
に
端
を
然
し
て
み
る
。
た
と
ひ
ア
ラ
ビ
ア
に

於
て
叉
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
於
て
嚢
展
成
熟
す
る
素
地
が
存
し
て
み

た
に
せ
よ
、
此
の
文
化
的
種
子
が
蒔
か
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
サ
ラ

セ
ン
の
文
化
は
興
り
得
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
六

　
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
は
、
實
に
か
の
墓
督
轟
轟
が
ギ
リ
シ
ャ
哲
學

　
　
　
　
　
サ
ラ
セ
ン
文
化
と
ネ
ス
｝
リ
ウ
ス
涯
（
大
館
）

の
影
響
を
受
け
そ
の
爲
教
儀
に
就
て
諸
説
の
叢
生
し
九
時
の
一
産

物
で
あ
っ
た
。
基
督
の
紳
性
人
性
共
有
の
読
は
正
統
派
敏
會
か
ら

異
端
と
さ
れ
俗
穫
の
代
表
者
ロ
ー
マ
帝
國
よ
り
迫
害
さ
れ
、
塗
に

帝
國
領
分
外
に
活
路
を
見
出
し
た
。
か
く
て
波
斯
・
ア
ラ
ビ
ア
。
印

度
へ
傳
辛
し
更
に
中
坪
に
及
び
七
世
紀
に
は
唐
に
ま
で
弘
通
し
た

（
＄
戯
卜
U
．
）
。
彼
等
は
前
述
の
如
く
歎
理
探
究
説
明
に
登
り
，
ギ
リ

シ
ア
華
墨
の
説
及
術
語
を
用
ふ
る
を
常
と
し
た
爲
ギ
リ
シ
ア
哲
學

殊
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
新
プ
ラ
ヒ
ン
派
の
哲
學
を
究
め
併
せ
て

ギ
リ
シ
ア
の
諸
感
電
に
嶢
通
し
て
み
た
。
此
の
事
が
彼
等
に
幸
し

ギ
リ
シ
ア
文
化
を
あ
こ
が
れ
て
み
る
波
斯
に
於
て
大
に
撒
迎
さ
れ

た
。
此
に
は
他
方
波
斯
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
國
に
擬
す
る
政
治
的
敵
封

蘭
係
が
大
に
含
ま
れ
て
み
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。
彼
等
は
波
斯
に

於
て
寸
書
を
許
さ
れ
、
彼
等
の
持
っ
て
る
た
諸
智
識
に
よ
っ
て
釜

再
調
任
を
厚
く
し
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
碗
を
波
斯
に
宣
傳
す
る
事
と
な

っ
た
。
此
の
形
勢
は
波
斯
國
境
の
ア
ラ
ピ
ァ
詩
家
の
ヒ
ラ
に
移
さ

れ
た
。
ア
ラ
ビ
ヤ
人
の
基
督
教
を
知
っ
た
の
は
此
の
、
不
ス
ト
リ
ウ

ス
派
の
形
式
に
於
て
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
ア
ラ
ビ
ア
に
一
性
論

派
と
共
に
叢
督
教
照
想
を
植
附
け
、
ム
ハ
ン
マ
ツ
ド
の
イ
ス
ラ
ム
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蓮
動
に
聞
接
の
影
響
を
與
へ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
登
蓬
領
土
籏
大

と
共
に
ア
ラ
ビ
ア
人
は
近
隣
の
ヘ
レ
エ
ズ
ム
文
明
に
浴
し
た
諸
國

民
に
接
し
そ
の
文
化
を
吸
資
す
る
に
至
っ
た
。
イ
ス
ラ
…
ム
以
前

よ
り
ア
ラ
ビ
ア
人
に
交
は
り
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
宣
傳
者
た
り
し
ネ

ス
ト
リ
ゥ
ス
派
・
一
…
性
継
母
の
人
々
は
ア
ラ
ビ
ア
人
に
ギ
リ
シ
ャ

霊
化
を
注
入
す
る
代
表
者
と
な
っ
た
。
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
分
離
・

東
方
宣
敏
は
藪
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
明
の
ア
ラ
ピ
ァ
流
入
と
い
ふ
文

化
史
上
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
但
し
注
意
す
べ
き
事
は
ア
ラ
ビ

ア
に
二
陣
へ
ら
れ
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
櫨
偶
が
つ
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
明
は

地
方
的
色
彩
ケ
帯
び
て
み
る
事
で
是
が
渠
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
弱

黒
で
あ
る
。
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
が
帝
國
よ
り
追
は
れ
て
シ
リ
ア
語

　
　
　
（
2
1
）

世
界
に
信
ぜ
ら
れ
ギ
リ
シ
ア
の
諸
書
を
シ
リ
ア
語
に
課
し
て
利
用

し
布
教
し
た
。
シ
リ
ア
語
世
界
の
着
々
は
か
な
り
忠
實
に
ギ
リ
シ

ア
文
明
の
．
麟
謙
移
植
に
努
力
し
た
が
地
方
的
邸
ち
シ
リ
ア
的
色
彩

を
帯
ぶ
る
に
至
っ
た
事
は
止
む
を
得
な
い
事
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
ム
時
代
に
な
っ
て
も
、
糸
ス
ト
リ
ゥ
ス
嘱
望
の
こ
の
文
化

的
事
業
は
綾
行
さ
れ
シ
リ
ア
語
よ
り
更
に
ア
ラ
ビ
ア
語
へ
の
灘
課

と
な
っ
た
。
サ
ラ
セ
ン
帝
國
の
確
立
と
共
に
カ
リ
フ
の
中
に
は
此

　
　
　
　
　
　
第
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六
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號
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の
文
化
的
事
業
を
支
持
し
保
護
す
る
も
の
が
出
る
に
至
っ
た
。
ア

ル
・
マ
ン
ス
ー
ル
、
ア
ル
・
マ
ム
ー
ン
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

そ
の
蘇
課
事
業
に
從
書
し
た
も
の
は
シ
リ
ア
語
を
話
す
基
督
教
徒

で
あ
．
り
、
そ
の
中
で
も
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
人
々
が
多
数
を
占
め

て
み
た
。
か
く
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
は
他
の
一
牲
論
派
と
共
に
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
文
明
を
シ
リ
ア
化
し
夏
に
ア
ラ
ビ
ヤ
に
傳
へ
將
來
大
に
嚢

疑
し
欄
熟
し
た
サ
ラ
セ
ン
文
明
の
基
礎
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
是

師
ち
、
不
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
サ
ラ
セ
ン
文
化
史
上
に
残
し
た
大
き
な

業
績
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ネ
ス
ト
リ
ゥ
ス
派
は
イ
ス
ラ
ム
と
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
を
つ
な
ぐ
鎧
輪
…
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
響
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

サ
ラ
セ
ン
文
化
は
や
が
て
西
畑
に
入
っ
て
ル
ネ
ソ
サ
ン
ス
の
動
機

と
な
っ
た
。
故
に
サ
ラ
セ
ン
の
文
化
も
亦
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
明
と

ル
、
矛
ソ
サ
ン
ス
を
つ
な
ぐ
襖
で
あ
る
⑩
か
く
考
ふ
れ
ば
ネ
ス
ト
リ

ウ
ス
派
の
世
界
の
文
化
の
上
に
印
し
た
足
跡
は
偉
大
と
い
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
（
終
）
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